
高度実践看護学会 会則制定に関する規程

（目的）

第 1条　本規程は、高度実践看護学会（以下「本学会」という）における会則の制定および改廃に関す

る手続きと権限を明確にし、学会運営の透明性と整合性を確保することを目的とする。

（規則の分類と定義）

第 2条　本学会における規則は、以下の通り分類・定義する。

定款：本学会の基本的事項を定める最高規範。法人格、目的、事業、会員、役員、総会等に関する

事項を含む。

細則：定款の条文を補完し、学会全体のルールを定めるもの。

規程：定款の条文を補完し、制度や業務の運用方法を定めるもの。

内規：部門・委員会等の学会内部の運営・実務に関するルールを定めるもの。

（制定・改廃の権限）

第 3条　各規則の制定および改廃に関する権限は、以下の通りとする。

定款：評議員総会でのみ改廃可能。評議員の 3分の 2以上の議決を要する。

細則：理事会で決定し、評議員総会に報告する。

規程：理事会で決定し、必要に応じて評議員総会に報告する。

内規：委員会で承認後、理事会に報告する。

（整合性の確保）

第 4条　すべての規則は、定款に反してはならず、相互に矛盾しないよう整合性を保つものとする。

（改廃手続き）

第 5条　改廃は原則として、制定時と同様の会議体において行う。

改廃案は、関係委員会または理事会が起案し、所定の手続きを経て承認される。

定款改正には、評議員総会の議決の認定を要する。

（改廃）

第 6条　本規程の制定及び改廃は、理事会の議決による。

(附則)

この規程は令和 7 年 12 月 14 日より施行する。


